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【一般講演4】 第12席 形の医学

神奈川 家本 誠一

鍼灸は「微鍼を以て其の経脈を通じ、其の血気を調え、其の逆順出入の会を営ずる」という一つの医療

技術である。経脈という形態を刺激して血気という機能を調整するものである。

医療の対象は人体である。故にその形態と機能は重要な研究対象となる。先に人体の機能に関して「気

の医学」について考察した。今回は「形の医学」について検討する。

『素問』調経論篇第六十二は人体を概観して次の様に云う。

「人には精気、津液、四肢、九竅、五蔵、十六部、三百六十五節有り。…心は神を蔵し、肺は気を蔵し、

肝は血を蔵し、脾は肉を蔵し、腎は志を蔵し、而して此に形を成す。志意、内に通じ、骨髄に連なり、而

して身形を成す、五蔵の道は皆な経 隧（経脈）に出で、以て血気を行る」と。
けいすい や

『素問』『霊枢』には多数の形態に関する記述がある。これらの文章を収集、分類、整理して、中国古

代における形態学の実体を明らかにする。
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